
「
輝
く
笑
顔　

い
ち
か
わ
み
さ

と
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
」
は
、

町
内
で
の
男
女
共
同
参
画
推
進
の
意
識
啓

発
の
た
め
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
み
さ
と

ち
ゃ
ん
家
で
も
、
マ
マ
が
出
席
し
た
み
た

い
。
さ
っ
そ
く
意
識
が
高
ま
っ
た
よ
う
で

す
よ
。

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

▼
マ
マ　

10
月
23
日
、
私
も

所
属
し
て
い
る
市
川
三
郷
町

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
「
輝

く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
１
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
パ
パ　

と
こ
ろ
で
男
女
共
同
参

画
っ
て
ど
う
い
う
意
味
だ
っ
け
？

▼
マ
マ　
「
男
ら
し
さ
」
と
か
「
女

ら
し
さ
」
と
か
の
イ
メ
ー
ジ
に

と
ら
わ
れ
ず
に
、
一
人
ひ
と
り
が
考
え
方

を
理
解
し
あ
っ
て
、
協
力
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
方
ね
。

▼
パ
パ　

お
ー
ぅ
、
す
ご
い
な

母
さ
ん
！

▼
マ
マ　

現
代
人
に
と
っ
て
、
こ

の
く
ら
い
は
当
然
よ
！
！

▼
パ
パ　

と
こ
ろ
で
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
ど
う
だ
っ
た
ん
だ
い
？

▼
マ
マ　

今
回
は
２
部
構
成
に

な
っ
て
い
て
、
第
１
部
で
は
8
月

に
募
集
し
た
「
輝
く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ

と
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
あ
っ

た
の
よ
。▼

み
さ
と　

み
さ
と
も
出
し
た
け

ど
、
ま
た
ま
た
落
選
し
ち
ゃ
っ

た
！
残
念
！

シリーズ
男女共同参画
輝く笑顔

いちかわみさと
� 第 37 回 �

みんなで考えよう

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
で
は
、
10
月
23

日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
。

ま
た
、
町
民
対
象
に
「
第
２

次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策

定
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

大賞を受賞した内藤雅人さん（左）とコメントする受賞者

■
大
会
大
賞

　

赤
ち
ゃ
ん
を　

　
　

そ
っ
と
か
か
え
る　

力
コ
ブ

六
郷
中
学
校
３
年　

内
藤
雅
人

■
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
長
賞

　

キ
ラ
キ
ラ
と　

　
　

輝
く
パ
パ
の　

家
事
姿

市
川
高
等
学
校
３
年　

幡
野
佳
奈

■
教
育
委
員
長
賞

　

エ
プ
ロ
ン
を

　
　

母
か
ら
父
へ　

バ
ト
ン
タ
ッ
チ

市
川
小
学
校
６
年　

池
谷
実
莉

　

家
事
を
す
る

　
　

父
の
背
を
見
て　

ぼ
く
も
す
る

市
川
中
学
校
１
年　

石
原
弘
基

　

す
て
き
だ
な

　
　

育
児
休
暇
を　

と
る
夫

市
川
高
等
学
校
１
年　

木
下
勝
志

■
三
升
会
長
賞

　

な
べ
洗
う

　
　

パ
パ
の
笑
顔
も　

く
も
り
な
し

市
川
小
学
校
６
年　

依
田
更
紗

　

母
が
寝
て

　
　

ぬ
ら
り
く
ら
り
と　

家
事
の
音

六
郷
中
学
校
３
年　

望
月
優
也

　

お
か
え
り
と

　
　

お
た
ま
を
持
っ
て　

笑
う
父

市
川
高
等
学
校
３
年　

水
地
史
江

■
入
選

　

初
め
て
の

　
　

父
の
料
理
に　

み
な
笑
顔

上
野
小
学
校
５
年　

戸
田
雄
太
郎

　

ぼ
く
の
い
え

　
　

ぱ
ぱ
と
ま
ま
で　

か
じ
は
ん
ぶ
ん

上
野
小
学
校
２
年　

竹
内
勇
斗

　

ふ
ろ
あ
ら
い

　
　

ぼ
く
に
ま
か
せ
て　

お
か
あ
さ
ん

市
川
小
学
校
６
年　

村
松
和
真

輝
く
笑
顔
い
ち
か
わ
み
さ
と

川
柳（
標
語
）コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品

■いちかわみさとフォーラム
■町民アンケート結果

レポート

男女共同参画

12
2011
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▼
マ
マ　

表
彰
式
で
は
、
入
賞
者

の
皆
さ
ん
に
作
品
を
作
っ
た
時
の

情
景
を
コ
メ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
た
の
。

▼
み
さ
と　

お
ー
、
そ
れ
は
あ
り

が
た
い
。
来
年
の
た
め
に
参
考
に

す
る
の
じ
ゃ
ー
。

▼
マ
マ　

テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
言

葉
を
探
し
た
の
で
は
な
く
、
日
頃

の
些
細
な
情
景
や
想
い
描
く
家
族
像
を
川

柳
に
し
て
く
れ
た
ら
し
い
の
。
な
ん
だ
か

と
て
も
感
動
し
た
わ
。
町
の
文
化
協
会
に

所
属
し
て
い
る
川
柳
三
升
会
の
望
月
会
長

も
こ
ん
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
わ
。

▼
み
さ
と　

み
さ
と
も
来
年
こ
そ

は
頑
張
っ
ち
ゃ
う
も
ん
ね
っ
！

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

▼
マ
マ　

さ
て
、
第
２
部
よ
。
第

２
部
で
は
「
え
が
り
て
の
会
」
に

よ
る
会
話
劇
が
行
わ
れ
た
の
よ
。

▼
え
が
り
て
？

▼
マ
マ　
「
え
が
り
て
」
っ
て
い

う
の
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
平
等
っ
て

い
う
意
味
よ
。

▼
パ
パ　

オ
ー
、
ト
レ
ビ
ア
ー

ン
！

▼
マ
マ　

え
が
り
て
の
会
は
、「
気

付
き
」
か
ら
意
識
を
変
え
る
こ
と

を
促
す
手
段
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
行
っ
て
い
る
旧
三
珠
町
出
身
の
グ
ル
ー

プ
よ
。
も
う
活
動
を
始
め
て
５
年
目
で

す
っ
て
。
県
内
の
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
て
る
の
よ
。

▼
パ
パ　

へ
ぇ
、
た
い
し
た
も

ん
だ
ね
。

▼
マ
マ　

特
に
「
み
た
ま
の
湯
に

て
」
は
人
気
演
目
で
シ
リ
ー
ズ
化

さ
れ
て
い
る
の
。
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

も
「
み
た
ま
の
湯
に
て
」
シ
リ
ー
ズ
第
６

弾
、「
み
た
ま
の
湯
に
集
ま
っ
た
仲
間
が
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
？
…
さ
て
…
」
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ

た
の
。

▼
パ
パ　

東
日
本
大
震
災
か
ら
も

う
半
年
以
上
経
つ
の
か
ぁ
。

▼
マ
マ　

も
う
じ
ゃ
な
い
の
よ
。

ま
だ
半
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
の

よ
。
た
っ
た
半
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い

の
に
、
あ
の
時
強
く
感
じ
た
家
族
や
身
近

な
人
と
の
絆
に
つ
い
て
忘
れ
か
け
て
な

い
？
「
え
が
り
て
の
会
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
は
そ
ん
な
こ
と
を
気
付
か
せ
て
く
れ

る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
わ
。
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
返
っ
て
町
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
の
有
泉
妙
子
会
長
は
、

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
わ
。

周りの人々の中で生かされ
ている自分を再認識し、毎
日をつつがなく暮らせる小
さな幸せがとても大切なこ
となのだと、改めて気付か
されました。

　

肩
並
べ　

　
　

料
理
を
ふ
る
ま
う　

父
と
母

市
川
小
学
校
６
年　

渡
井
彩
未

　

父
さ
ん
が

　
　

と
き
ど
き
変
身　

コ
ッ
ク
さ
ん

市
川
小
学
校
６
年　

藤
巻
花

　

イ
ク
メ
ン
で

　
　

育
児
も
家
事
も　

分
か
ち
合
い

市
川
小
学
校
６
年　

村
松
香
奈
子

　

育
児
す
る

　
　

な
れ
た
手
つ
き
の　

お
と
う
さ
ん

市
川
小
学
校
６
年　

渡
辺
裕
友

　

だ
い
ど
こ
ろ

　
　

き
ょ
う
は
父
さ
ん　

り
ょ
う
り
長

市
川
小
学
校
６
年　

遠
藤
岳

　

お
と
う
さ
ん

　
　

り
ょ
う
り
を
す
れ
ば　

は
は
歓
喜

市
川
東
小
学
校
４
年　

安
田
彰
祐

　

家
事
を
す
る

　
　
　

父
の
姿
で　

母
笑
顔

市
川
東
小
学
校
６
年　

伊
藤
勇
矢

　

父
と
子
で

　
　

作
る
ぎ
ょ
う
ざ
は　

プ
ロ
な
み
だ

大
塚
小
学
校
６
年　

村
松
夏
彦

　

父
の
味　

　
　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
だ　

母
仰
天

大
塚
小
学
校
６
年　

深
田
崚
介

　

家
の
中

　
　

母
さ
ん
父
さ
ん　

同
じ
位
置

六
郷
中
学
校
３
年　

笠
井
野
乃
花

　

性
別
を

　
　

超
え
た
未
来
に　

あ
る
光

六
郷
中
学
校
３
年　

土
橋
剛

　

レ
シ
ピ
本

　
　

弁
当
男
子
の　

必
じ
ゅ
品

市
川
中
学
校
２
年　

池
谷
明
莉

　

母
の
横　

　
　

共
に
家
事
す
る　

父
の
顔

市
川
中
学
校
２
年　

西
野
優
妃

　

手
料
理
を

　
　

作
る
父
の
背　

頼
も
し
い

市
川
中
学
校
２
年　

武
上
詩
多
莉

　

不
器
用
な

　
　

父
の
料
理
は　

あ
た
た
か
い

市
川
中
学
校
１
年　

座
光
寺
成
穂

１回目のコンテストの時
から審査員として協力
させていただいてます
が、応募作品を見ている
と年々上手になっていま
す。私としても、とても
うれしいです。

三升会  望月健三会長

えがりての会による会話劇「みたまの湯にて」

みんなで考えよう

男女共同参画

町男女参画推進委員会
              有泉妙子 会長
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お
弁
当

　
　

母
と
父
の　

コ
ラ
ボ
で
す

三
珠
中
学
校
１
年　

五
味
奈
美
子

　

父
と
母

　
　

２
人
３
脚　

次
の
家
事

三
珠
中
学
校
１
年　

河
野
ま
ど
か

　

不
器
用
に

　
　

育
児
に
励
む　

父
の
顔

市
川
高
等
学
校
１
年　

磯
野
真
子

　

安
売
り
を

　
　

目
指
し
て
走
る　

父
の
背
中

市
川
高
等
学
校
１
年　

青
柳
美
穂

　

こ
の
社
会

　
　

男
も
女
も　

主
人
公

市
川
高
等
学
校
１
年　

渡
邉
凌
也

　

主
婦
と
主
夫

　
　

家
事
を
し
あ
っ
て　

学
び
あ
う

市
川
高
等
学
校
２
年　

矢
﨑
翼

　

父
の
家
事

　
　

似
合
わ
な
い
け
ど　

か
っ
こ
い
い

市
川
高
等
学
校
２
年　

佐
野
裕
次
郎

　

家
事
仕
事

　
　

夫
婦
２
人
の　

い
こ
い
の
場

市
川
高
等
学
校
２
年　

芦
澤
樹

　

お
父
さ
ん

　
　

家
事
に
子
育
て　

お
っ
と
っ
と

市
川
高
等
学
校
３
年　

名
取
優
美

　

う
ち
の
パ
パ　

ブ
サ
イ
ク
だ
け
ど

　
　

イ
ク
メ
ン
じ
ゃ
ん

市
川
三
郷
町
楠
甫　

笠
井
恵

　

パ
パ
料
理

　
　

輝
く
星
座　

１
ツ
星

市
川
三
郷
町
大
塚　

薬
袋
昭
兵

　

育
メ
ン
が　

　
　

普
通
に
な
っ
た　

良
い
世
代

市
川
三
郷
町
中
山　

有
泉
志
づ
子

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す

る
施
策
の
町
の
基
本
指
針
と
な
る
「
第
２

次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」策
定
に
向
け
、

今
年
の
夏
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
の
集
計
の
速
報
結
果
を
お
伝

え
し
ま
す
。

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

　

教
育
部
会
で
は
、
土
地
柄
や
慣
習
の
影

響
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
地
域
の
役
を
担
う

組
長
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。

回
答
率
は
約
68
％
で
、
年
代
は
60
代
が
最

も
多
く
次
い
で
70
代
、
50
代
だ
っ
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
の
認

知
度
は
約
80
％
で
、
山
梨
県
で
の
認
知
度

72
％
を
上
回
っ
た
。

　
「
夫
は
外
で
働
き
妻
は
家
庭
を
守
る
べ

き
」
の
考
え
に
は
反
対
派
が
賛
成
派
を
大

き
く
上
回
り
、
男
性
で
は
５
倍
、
女
性
で

は
８
倍
の
差
が
あ
っ
た
。

　

生
活
の
各
分
野
で
の
男
女
の
地
位
の
平

等
感
で
は
、
平
等
と
の
答
え
が
ダ
ン
ト
ツ

に
多
か
っ
た
の
は
「
学
校
」
で
約
60
％
、

以
下
「
家
庭
」「
地
域
」「
職
場
」「
社
会
」

と
続
い
た
。
し
か
し
、「
地
域
」「
職
場
」「
社

会
」
の
分
野
で
『
女
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
』と
感
じ
て
い
る
女
性
は
ゼ
ロ
だ
っ
た
。

　
『
女
性
に
組
長
や
区
長
を
任
せ
ら
れ
る

か
』
と
の
問
い
に
は
、「
任
せ
て
よ
い
」

と
の
答
え
が
多
か
っ
た
が
、「
任
せ
ら
れ

な
い
」
と
答
え
た
人
の
理
由
で
最
も
多

か
っ
た
の
は
「
女
性
が
ひ
き
う
け
な
い
」

と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

　

健
康
福
祉
部
会
で
は
、
町
内
の
事
業
所

に
勤
め
る
従
業
員
の
方
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
特
に
「
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
や
恋
人
間
な

ど
の
暴
力
）」
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
Ｄ
Ｖ
と
認
め

ら
れ
る
行
為
で
も
、
Ｄ
Ｖ
と
し
て
の
認
識

が
薄
い
も
の
が
あ
る
事
が
分
か
っ
た
。
特

に
け
が
を
伴
う
な
ど
の
肉
体
的
な
暴
力
は

Ｄ
Ｖ
だ
と
多
く
の
方
に
認
識
さ
れ
て
い
る

が
、
交
友
関
係
や
電
話
の
相
手
を
細
か
く

監
視
す
る
な
ど
の
精
神
的
暴
力
に
つ
い
て

は
認
識
が
薄
く
、
今
後
広
く
知
ら
せ
て
い

く
必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

　

ま
た
、
有
効
回
答
者
の
１
／
６
が
Ｄ
Ｖ

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
答
え
て
お
り
、

現
実
問
題
と
し
て
身
近
に
起
こ
り
得
る
問

題
だ
と
分
か
っ
た
。
町
に
は
Ｄ
Ｖ
を
受
け

た
時
な
ど
に
相
談
に
応
じ
る
職
員
が
い
る

が
、
そ
の
認
知
度
も
低
く
、
今
後
は
推
進

委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き

る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

労
働
環
境
部
会
で
は
、
町
内
の
事
業
所

に
勤
め
る
従
業
員
の
方
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
っ
た
。
年
代
は
50
代
が
最
も

多
く
次
い
で
40
代
、
30
代
だ
っ
た
。

　
「
男
女
共
同
参
画
」
と
い
う
言
葉
の
認

知
度
は
68
％
だ
っ
た
（
若
い
世
代
は
男
女

共
同
参
画
が
当
た
り
前
の
感
覚
で
生
活
し

て
い
る
た
め
、
言
葉
と
し
て
の
認
知
度
は

低
い
傾
向
に
あ
る
）。
こ
の
結
果
を
受
け
、

今
後
広
報
を
始
め
と
し
て
さ
ら
な
る
推

進
活
動
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
資
料
提
供
の
場
を

設
け
る
こ
と
な
ど
も
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
家
事
・
育
児
に
専
念
す
る
時
間
は
、

夫
に
比
べ
て
妻
の
方
が
平
日
・
休
日
を
問

わ
ず
長
く
、
妻
の
負
担
が
大
き

い
と
い
う
こ
と
も
分

か
っ
た
。

健
康
福
祉
部
会

こ
れ
か
ら
は
女
性
自
身
の
意

識
改
革
も
必
要

労
働
環
境
部
会

教
育
部
会

さ
ら
な
る
男
女
共
同
参
画
推

進
の
広
報
活
動
が
必
要

Ｄ
Ｖ
は
身
近
に
起
こ
り
う
る

問
題

入
賞
作
品
は
12
月
中
旬
ま
で

本
庁
舎
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
役
場
各
支
所

で
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

男女共同参画についての問い合わせは町企画課企画政策係☎ 055-272-1103 まで

みんなで考えよう

男女共同参画

町民
アンケート
レポート

町民
アンケート
レポート

町民
アンケート
レポート
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■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

笠井　美雪
（南部中２年）

平本真理子
（駿台甲府中１年）

小林　龍太
（八代小６年）

宮川智奈津
（笛吹市）

丸茂　寿枝
（甲府市）

長田　真侑
（甲府西高校）

鈴木　優菜
（御坂西小１年）

窪田　真衣
（甲運小２年）

遠藤のえる
（石和第四保育所）

天野　舞子
（日川高校）

河内　華苗
（上野原市）

岸　雅篁
（東京都）

古屋　茉央
（御坂西小３年）

菊島恋優姫
（竜王西小４年）

加茂　壽文
（白根源小５年）

武井　志歩
（筑波大学）

上山　泉
（甲斐市）

駒井　妙子
（甲府市）

■
大
会
大
賞

（第２部）

長沼　正子（南アルプス市） 菅野紗里奈（一宮中３年）

第 18 回
大門碑林

全国書道展
入選作品

　

今
年
も
第
18
回
大
門
碑
林
全

国
書
道
展
の
入
賞
作
が
出
揃
い
ま

し
た
。
大
会
に
は
全
国
か
ら
４
，

１
４
６
点
も
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、

第
１
部（
幼
児
～
中
学
生
）
で
は

菅
野
紗
里
奈
さ
ん
、
第
２
部（
高

校
生
以
上
）
で
は
長
沼
正
子
さ
ん

が
み
ご
と
大
会
大
賞
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
の
山
梨
県
書
道
会

理
事
長
で
あ
る
鈴
木
石
蹤
先
生
は

「
菅
野
さ
ん
の
作
品
は
紙
面
い
っ
ぱ

い
に
広
が
る
堂
々
と
し
た
書
体
」

「
長
沼
さ
ん
の
作
品
は
難
し
い
小

篆
の
線
か
ら
技
術
の
高
さ
が
伺
え

る
」
と
評
価
し
ま
し
た
。

大
会
大
賞
受
賞
作
品
は

堂
々
と
し
た
書
体
、
篆

書
体
の
技
術
の
高
さ
を

評
価

問町教育委員会生涯学習課　☎ 055-272-6094

（第１部）

（敬称略）
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全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
と
は
、
２

年
に
１
回
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
47
都
道
府

県
を
代
表
す
る
女
性
消
防
隊
が
一
同
に

集
ま
り
ポ
ン
プ
操
法
の
技
術
を
競
う
大

会
。
使
用
す
る
ポ
ン
プ
は
軽
可
搬
式
と

呼
ば
れ
１
チ
ー
ム
５
人
で
組
ま
れ
ま

す
。
全
体
の
指
示
、
ポ
ン
プ
の
取
り
扱

い
、
ホ
ー
ス
の
接
続
な
ど
を
経
て
放
水

し
、
火
点
に
見
立
て
た
２
つ
の
標
的
を

落
と
す
と
い
う
も
の
。
そ
の
行
程
の
機

敏
さ
、
正
確
さ
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い

全
体
の
順
位
を
決
定
す
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
操
法
自
体
を
見

た
こ
と
が
な
く
礼
式
さ
え
も
知
ら
な
い

な
か
、
最
初
は
大
き
な
戸
惑
い
が
あ
っ

た
。
多
く
の
隊
員
は
入
隊
す
る
こ
と
自

体
を
迷
っ
た
が
、
迷
っ
た
大
き
な
理
由

は
操
法
大
会
出
場
を
懸
念
し
て
の
も
の

だ
っ
た
と
い
う
。

　

練
習
は
６
月
か
ら
週
２
回
、
仕
事

が
終
わ
っ
た
後
２
時
間
程
度
を
費
や
し

た
。
予
備
知
識
な
し
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
動
き
も
ぎ
こ

ち
な
く
本
人
た
ち
も
周
り
も
不
安
な
表

情
は
隠
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
峡
南
消

防
署
員
や
消
防
主
任
の
熱
心
な
指
導
の

下
、
次
第
に
動
き
も
さ
ま
に
な
り
操
法

の
一
連
の
動
作
を
覚
え
る
段
階
ま
で
く

る
と
隊
員
の
目
つ
き
も
変
わ
っ
て
き
た
。

　

初
め
て
の
タ
イ
ム
計
測
は
１
分
30

秒
。
全
国
レ
ベ
ル
の
タ
イ
ム
は
１
分

を
切
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
隊
員

た
ち
は
、
週
２
回
だ
っ
た
練
習
も
隊
員

自
ら
の
申
し
出
に
よ
り
週
３
回
に
増
や

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
動
作
、
そ
し
て

連
携
を
深
め
る
操
作
の
練
習
を
繰
り
返

し
技
術
の
習
得
に
励
ん
で
い
っ
た
。
そ

れ
は
補
欠
と
な
っ
た
メ
ン
バ
ー
も
同

じ
で
、
い
つ
自
分
の
出
番
が
来
て
も
良

い
よ
う
に
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が

ら
、
自
ら
の
練
習
を
欠
か
さ
ず
繰
り
返

し
て
い
た
。
そ
し
て
本
番
３
週
間
前
、

イ
チ
ガ
ン
と
な
っ
て
望
ん
だ

　
　

軽
可
搬
式
ポ
ン
プ
操
法

市
川
三
郷
町
女
性
消
防
隊

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
出
場
ま
で
の
記
録

第 20回
全国女性消防操法大会

　町役場女性職員 12 人で市川三郷町女性消防隊が結成

されたのは今年４月。火災予防の啓発や独居老人の訪問、

有事の際、女性ならではのきめ細かな気配りや対応が期

待されての結成だった。また今年、女性消防隊にはもう

一つの大きな目標があった。それは「第 20 回全国女性

消防操法大会」への出場。本町で女性消防隊が全国大会

に出場するのは、旧市川大門町の大同婦人消防隊が出場

して以来 14 年ぶり。彼女たちの結成から全国大会出場

までをレポート。
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　すべてが初めての経験のな
か、隊員たちは 38 回に及ぶ練
習をよく耐え、大会出場まで
頑張ってくれました。山梨県
代表として胸を張れる立派な

成績だったと思います。大会は終わりまし
たが、これからの活動こそが女性消防隊に
期待されている役割です。結成まで産みの
苦しみはありましたが、町民の痛みがわか
る消防隊員に育ってほしいと願っています。
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つ
い
に
目
標
で
あ
る
１
分
の
壁
を
乗
り

越
え
、
入
賞
を
狙
え
る
ほ
ど
の
操
法
を

体
で
覚
え
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
10
月
19
日
い
よ
い
よ
本
番

当
日
。「
い
つ
も
ど
お
り
の
力
を
出
せ

ば
入
賞
も
夢
で
は
な
い
」
指
導
に
当

た
っ
た
消
防
署
員
、
消
防
団
、
役
場
職

員
な
ど
全
員
が
信
じ
て
選
手
を
送
り
出

し
た
。
大
き
な
自
信
と
は
裏
腹
に
、
あ

ま
り
の
緊
張
で
前
の
晩
は
ほ
と
ん
ど
寝

る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
隊
員

た
ち
は
、
い
ざ
本
番
一
発
勝
負
の
舞
台

に
立
っ
た
。

　
「
集
ま
れ
！
」指
揮
者
の
気
合
の
入
っ

た
声
が
会
場
に
響
き
「
操
作
始
め
！
」

の
号
令
と
共
に
一
斉
に
動
き
出
す
選
手

た
ち
。
機
敏
な
動
き
と
正
確
な
動
作
で

全
て
の
操
作
は
順
調
に
進
ん
だ
。
大
き

な
ミ
ス
も
な
く
放
水
が
始
ま
り
１
番
員

が
１
つ
目
の
標
的
を
落
と
し
た
と
き
、

指
導
に
当
た
っ
た
消
防
署
員
の
手
元
の

ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
は
今
ま
で
の
最
高

タ
イ
ム
を
た
た
き
出
し
て
い
た
。「
い

け
る
！
」
そ
う
確
信
し
た
と
い
う
。
続

い
て
２
つ
目
の
標
的
に
照
準
を
絞
っ
た

と
き
、
折
か
ら
の
向
か
い
風
が
強
さ
を

増
し
た
。
風
に
あ
お
ら
れ
た
放
水
先
は

大
き
く
広
が
り
、
激
し
い
水
し
ぶ
き
を

上
げ
た
た
め
狙
い
を
定
め
る
の
も
難
し

く
、
さ
ら
に
標
的
に
か
か
る
水
圧
も
弱

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
放
水
先
が
当

た
っ
て
は
い
る
も
の
の
な
か
な
か
落
ち

な
い
標
的
。
時
間
に
す
れ
ば
10
秒
程
度

だ
っ
た
と
思
う
が
、
選
手
た
ち
、
そ
れ

を
見
守
る
関
係
者
た
ち
に
は
と
て
つ
も

な
く
長
い
時
間
に
感
じ
ら
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
何
と
か
２
つ
目
の
標
的
を

落
と
し
、
無
事
に
操
法
を
終
了
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
目
標
の
タ
イ
ム
を

大
き
く
ロ
ス
す
る
結
果
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
し
か
し
時
間
切
れ
に
よ
っ
て

操
法
を
中
止
さ
せ
ら
れ
る
隊
も
出
て
く

る
中
、
選
手
た
ち
は
見
事
に
操
法
を
や

り
遂
げ
公
式
記
録
を
残
し
た
。

　

長
い
緊
張
感
か
ら
開
放
さ
れ
た
選
手

た
ち
だ
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
笑
顔
を

見
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
悔
し
い
気

持
ち
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
今
ま
で
一
緒

に
練
習
し
て
き
た
補
助
の
女
性
消
防

隊
、
指
導
し
て
く
れ
た
消
防
署
員
、
消

防
団
員
、
影
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
、

応
援
し
て
く
れ
た
関
係
者
た
ち
の
恩
に

報
い
る
た
め
、
立
派
な
成
績
を
報
告
で

き
な
い
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
う
気
持

ち
が
強
か
っ
た
と
い
う
。

　

こ
う
し
て
女
性
消
防
隊
で
の
初
め
て

の
大
き
な
挑
戦
は
終
了
し
た
。
残
念
な

が
ら
目
標
に
し
て
い
た
入
賞
は
な
ら
な

か
っ
た
が
「
何
か
に
懸
命
に
取
り
組
む

こ
と
の
重
要
さ
」「
仲
間
と
一
丸
に
な
る

こ
と
の
価
値
」「
感
謝
す
る
気
持
ち
の
大

切
さ
」
を
、
選
手
、
関
係
者
と
も
互
い

に
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
価
値
あ
る
経
験

と
な
っ
た
。

消   防   団   員
女性消防隊員

愛するまちを守りたい
安心あふれるまちにしたい

募集
　仕事を持ちながら、子どもを
育てながら、地域の安心と安全
のためにチカラを結束させた消
防団員。さあ、皆さんも一緒に、
愛するまちを守りませんか。

詳細は町総務課防災防犯係
☎ 055-272-1101 まで

　峡南消防本部北部消防署では
11 月 14 日、秋の火災予防週間
行事の一環として女性消防隊の
天野敦子副隊長を１日消防署長
に任命しました。天野副隊長は
署内での朝礼に出席後、管内の
スーパーなどで啓発グッズを配
りながら火災予防を呼びかけま
した。

町女性消防隊副隊長が
峡南消防本部北部署の
１日署長に！
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　練習は体力的にきつかった
のですが、皆さんの応援のお
かげでなんとか乗り切ること
ができました。指導していた
だいた消防署員や消防団員、
わがままを聞いてくれた消防主任、応援し
てくれた関係者や家族、全ての方に心から
感謝しています。また、普段何気なく感じ
ていた消防団の苦労も知ることができ良い
経験になりました。

interview
支えてくれた全ての人に感謝

女性消防隊  丹澤昌世  隊長
町民の痛みがわかる消防隊員に

町消防団  市川朝継  団長


